
令和６年度「人権教育研究指定校事業」指定校事業報告書 

委託先（ 鳥取県 ） 

１．調査研究のテーマ、概要 

調査研究のテーマ 人権教育を通じて育てたい資質・能力の育成 

○調査研究のテーマを設定した目的 

人権教育の一層の充実が求められているという現状、また、学校教育において、いかに

人権教育の目標を達成するかを考えたとき、人権教育を通して育てたい資質・能力をバ

ランスよく育てることは喫緊の課題である。 

本県では、「人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕」や「鳥取県

人権教育基本方針―第３次改訂―」に基づき、年度ごとに学校教育における人権教育推

進のための重点を定め、市町村（学校組合）教育委員会や各学校と連携しながら人権教育

を推進し、全県的に一体感のある取組となるよう努めている。 

とりわけ、人権教育を通して育てたい資質・能力については、県内すべての学校で「人

権教育全体計画」の中に明確に位置づけ、学校としての組織的な取組を推進する体制が

整えられている。しかし、それだけでは十分でなく、児童生徒に対する資質・能力の効果

的な育成につながる取組の充実を図る必要がある。 

そのためには、参加型をはじめとした指導方法の工夫を含め、各教科等と人権教育と

の関連を図る視点が欠かせない。また、「人権教育・啓発に関する基本計画」でも指摘さ

れているように、普遍的な視点と個別的な視点の往還も大切であると考える。これらの

視点を中心に、研究指定校における人権教育の取組の充実を図り、普及に努めることで、

各学校の児童生徒の「生きる力」を育む基盤としての人権教育推進につなげていきたい。 

○調査研究の概要 

・児童生徒の発達段階に応じた効果的な学習教材の選定・開発を行い、「育てたい資質・

能力」の育成を図る。 

・普遍的な視点と個別的な視点の往還を意識し、児童生徒が多面的・多角的に考え、主

体的に学習に参加することができる授業づくりを行う 

 

  



２．基本情報 

研究指定校の概要 

○学校名 

米子市立大篠津小学校 

○これまでの研究指定等の状況 

特記事項なし 

○学級数 

９学級（うち特別支援学級：３学級） 

○児童生徒数 

全児童数：９５人（令和７年１月１日） 

○URL 

https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/osinozu-e 

○指定理由 

研究指定校では、「心豊かに 自ら学び 共に励み高め合う」子どもの育成を図るため、

令和５年度より、「自己を見つめ、気づき、感じ、行動しながら、よりよい生き方を求め

る子どもの育成」の研究を進めている。「心をみがく道徳科」に向けての授業改善と「心

を育てつなぐ特別活動」の推進を研究の柱に据え、取り組みを実践してきた。実践にあた

っては、安心して自分の思いや願いを表現することができる学級づくりを基盤とし、４

５分の道徳科の授業の中で、自己を見つめ、友だちと考えを交流しながら、物事を多面

的・多角的に考える力がつくよう授業改善を行うようにしている。また、児童会活動や行

事などの活動で、「協力」「思いやり」「助け合い」など、仲間と共に協力して課題を解決

し、子ども同士が心をつなぐことができる活動を行っている。物事の見方や考え方を広

げ、感じる心を育てるため、週１回、教師から子どもたちの心を揺さぶり、豊かにしてい

くような話をする「ハートフルタイム」や、学級生活の中の課題を解決するためのミーテ

ィングとその中で出された関わり合いに関する課題を改善するための活動に取り組む

「ハッピーミーティング」を行い、児童の心を耕し主体性を育み、自治力を向上させてい

る。 

研究指定校を含む美保中学校区は、令和６年度に米子市中学校区人権教育研究発表会

の開催を予定しており、中学校区の研究組織を立ち上げて研究を推進しているところで

ある。この研究を始めるにあたり、校区の児童生徒の「自己肯定感、自尊感情、他者受

容」等について実態を把握するために自作アンケート（ハートフルアンケート）を実施し

た。これにより、校区全体の課題として、自己肯定感の低さと、アウトプット力の育成の

必要性が見える結果となった。 

美保中校区研究主題を「関わり合い、認め合い、共に創る子どもの育成」と設定し、就

学前部会、学校教育部会、ＰＴＡ部会が三位一体となって人権教育を推進していくこと

とした。 

研究指定校においては、「自己肯定感とアウトプット力の育成」を研究の柱に据え、人



権教育研究主題を「自己有用感を高め、豊かな人間関係を構築する」と定め、その実現に

向けて「人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕」に示された「人

権尊重の視点に立った学校づくり」を参考に「学力向上部会」「心の教育 生徒指導部会」

「健康教育部会」「特別支援教育部会」「人権教育部会」を立ち上げている。それぞれの部

会が連携を図りながら研究を進めており、研究指定校としてふさわしいと判断した。 

 

 

 

 

  



3．取り組んだ人権課題について 

取り組んだ人権課題（該当するものに○印。複数選択可。うち、最も主要な人権課題１

つに◎をつけること。）※人権教育研究推進事業公募要領（別紙）「２．事業の内容」を必

ず確認すること。 

① 子供 ○ 

② 女性  

③ 高齢者 ○ 

④ 障害者 ○ 

⑤ 同和問題 ◎ 

⑥ アイヌの人々  

⑦ 外国人  

⑧-１HIV 感染者等  

⑧-２ハンセン病患者等  

⑨ 刑を終えて出所した人  

⑩ 犯罪被害者等  

⑪ インターネットによる人権侵害 ○ 

⑫ 北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬ 性的指向、性自認  

⑭ その他（    ）  

  
 

 

  



4．調査研究の内容等 

○調査研究の内容 

令和４年度全国学力・学習状況調査では、「いじめは、どんな理由があってもいけない

ことだと思いますか」に対する肯定的回答は 100％、また「自分と違う意見について考え

るのは楽しいと思いますか」79%、「友達と協力するのは楽しいと思いますか」94.8%と

全国に対してわずかではあるが上回った回答であった。一方、「学校に行くのは楽しいと

思いますか」「将来の夢や目標をもっていますか」という質問に対しては、下回っている。

人権に関する知識は身についているが、自己についての肯定的態度、コミュニケーション

等の人権感覚については十分育っていないと考えられる。 

校区で自作した人権アンケート調査を実施した。下学年は肯定的な回答が多いが、学年

が進むにつれ下降傾向にある。特に本校では、「自分が人の役に立っている」という認識、

いわゆる自己有用感に課題が見られる。また、前述の通り本校区では、自己肯定感の低

さ、アウトプットする力の育成の必要性という課題が見られる。校区人権課題の根幹を

「自尊感情・自己肯定感」とし、話し合い活動や授業、学校生活でのかかわり合いやその

生活基盤となる環境づくり、また、あらゆる場面において自己有用感を体験させることで

自尊感情・自己肯定感を育てることを共通理解している。 

そこで、人権教育研究主題を「自己肯定感を高め 自他の人権を大切にする子どもの育

成」とした。 

授業では個別の人権課題を設定するものや仲間づくりの視点を取り入れたものなどが

あるが、どの教科・領域でも人権教育の目的を達成するための取り組みを実践したい。そ

のために、「人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕」に示された内

容をもとにして実現を目指すこととする。本研究では、その対象としての要素を次のよう

に考える。研究に関する部分だけを抜き出すと、 

a.「人権教育の成立基盤となる教育・学習環境」 

b.「人権感覚の育成に関わる指導内容」  

c.「児童生徒が自らの学習について評価すること」（以上３点〔第三次とりまとめ〕）  

に分けられる。これらの３つの視点について、以下の様に研究仮説を立て、主題にせまる

こととした。 

①＜研究仮説１＞「人権教育の成立基盤となる教育・学習環境」についての視点 

学級の力を高める活動を取り入れ、基盤となる人間関係や全体としての雰囲気の向上

を意識させることで、「人権教育が効果を上げうるためには、まず、その教育・学習の場

自体において、人権尊重が徹底し、人権尊重の精神がみなぎっている環境であることが求

められる。」（〔第三次とりまとめ〕）に応える、自他のよさを認め合い、互いを大切にして

関わり合おうとする豊かな人間関係を築くことができるだろう。 

②＜研究仮説２＞「人権感覚の育成に関わる指導内容」についての視点 

「人権感覚を育成するには、「価値的・態度的側面」や「技能的側面」に属する諸要素

としての価値や態度、諸技能を身に付けさせることが必要である。〔･･･〕特に、共感的に

理解する力やコミュニケーション能力、自他の人間関係を調整する能力など、〔･･･〕それ

ぞれの育成に取り組むことが重要である。」（〔第三次とりまとめ〕）とある。道徳科の授業

を中心に、物事を多面的・多角的に考え、議論する学習指導を行うことにより、児童の人

権感覚が高まるであろう。 

③＜研究仮説３＞「児童生徒が自らの学習について評価すること」についての視点 

各教科・領域において「めあて」、「まとめ」はその学習内容・目標に依存するが、「振



り返り」は、それらも含め児童自身の学習への取り組み方による。振り返りの視点を明確

にし、児童が自身の学習を振り返り、意欲・関心、達成感の状況を自覚することにより、

自尊感情を育成することができるであろう。  

○実施方法 

①＜研究の実際１＞「人権教育の成立基盤となる教育・学習環境」 

・学級力アンケート、学級レーダーチャートにより、学習の場である学級の人権が尊重さ

れた人間関係づくりや安心して、安全に学ぶことができる学習環境づくりに取り組ん

だ。 

・月曜日の「ハッピーミーティング」「ハッピータイム」では、学級レーダーチャートの

結果を見ながら、学級の課題について話し合い、課題解決のための実践を決め行動し

たり、学級の仲間づくりをねらいとした参加型のゲームを行ったりした。 

・各学級では、帰りの会で「今日のキラリ」「よいことみつけ」を行い、友だちのよいと

ころに目を向けさせるために取り組んだ。 

・委員会活動では、「ありがとうの木」「よいところレディオ」などの取組を行い、家族や

全校児童のよいところ見つけを行い、廊下掲示を行ったり給食時間に放送したりした。 

・中学校区での取組として、学期に１度、ハートフルアンケートを行い、本校児童の意識

についても調査した。 

②＜研究の実際２＞「人権感覚の育成に関わる指導内容」 

・児童の多様な考えを引き出すための発問の工夫、構造的な板書を中心に授業づくりに

努めた。年間、各学級１回の研究授業（毎学期に１回、計３回）を行った。 

・毎週水曜日朝の「ハートフルタイム」では、教師が用意した話を学級毎に行った。昨

今、メディアの進歩により、ゲームやアニメに没頭している児童も少なくない中、自治

的な話や教師の経験談、雑学等、多種多様な話をすることにより、児童の心を豊かにす

ることを目的に行った。 

・９月３日（火）に、坂田かおりさんをお招きして美保中学校区人権教育研修会を行っ

た。研修会では、人権学習が価値観の刷り込みになるのではなく、児童の本音を受け入

れる学習にするため、授業者の受容的な態度の重要性を学んだ。 

・１０月９日（水）には、元大阪教育大学教授・園田雅春先生に来校いただき、授業参観、

研究協議会、講演会を行った。授業者自身が求める回答に固執せず、児童の意見やつぶ

やきを丁寧に聞き取り、補助発問をしながら児童の意見をつなぎ、深めることを意識

した授業づくりに努めた。 

 ・１１月２２日（金）には、中学校区４校を会場（本校含）に米子市中学校区人権教育

研究会を行った。その際、各学級の授業を公開した。その後、下学年部、上学年部、特

別支援教育部の３部会に分かれ、研究協議会を行った。 

 ③＜研究の実際３＞「児童生徒が自らの学習について評価すること」 

 ・道徳の学習はもちろんだが、各教科の学習において「めあて」「まとめ」の整合性を

とること、「振り返り」の質の充実を目指してきた。特に、振り返りについては、児童

に振り返りの視点を与え、振り返りの質の向上をねらった。下学年から上学年へと発

展的に向上するよう「振り返りの視点」を下学年、上学年別にした。 

 ・授業の終わりに、振り返りの発表の場を設定し、友だちの振り返りに触れる機会とア

ウトプットする機会をつくった。 

○検証・評価・改善・普及 

①＜成果と課題１＞ 

・ハートフルアンケートの結果の、本校の課題である項目について肯定的回答の変容（割



合）は、「自分が好きだ」という項目においては８６％から９４％に、「自分は誰かの役

に立っていると感じられる」の項目では８０％から８５％に増加していた。一方、「好

きなことや夢中になれることがある」の項目では９０％から８７％に、「自分は大切な

存在だ」の項目では８４％から８０％に、「学習中、自分の考えを伝えている」の項目

では８４％から８２％に、「友だちから大切にされているか」の項目では、９４％から

９２％に減少していた。肯定的回答が増加したこともあるが、減少したこともあるの

で、今後の取組の再考が必要である。 

・「ありがとうの木」「よいところレディオ」は、児童から好評で、３学期現在も継続して

取り組んでいる。 

・学級力アンケートをもとにした学級レーダーチャートから、「ハッピーミーティング」

を行い、学級力向上に向けて、学級全員で決めた実践に取り組んだ結果、全ての学級

で、学級力が向上した。下記のチャート図は、第５学年の７月と１１月のチャート図で

ある。７月に比べ、１１月のチャート図が大きくなっている。ただし、「よいところを

見つけて伝える」という項目については、７月よりも１１月の方が少しへこんでいる

ので、よいことをアウトプットする取組を子どもたちと考え、これからも実践を積み

上げていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②＜成果と課題２＞ 

・道徳科の研究では、構造的な板書づくりにおいて、研究授業を重ねる度に、「吹き出し

の形」「線の形、太さ、色、向き」「文字の量、色、大きさ」「貼り絵」など、細かいと

ころまで議論し合い、共通理解したものができあがった。その成果が、見てわかりやす

く児童が思考を整理しやすい板書を創り上げた。 

※赤枠は前月（１０月）のチャート 

学級レーダーチャート（５年生）より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、発問の工夫では、教材（題材）の内容を問うたり、登場人物の確認をしたりする

など、国語的な発問にならないように気を付けると同時に、児童の多様な考えを引き

出すために、受容的に問い返しを行うことを意識した結果、模範解答的な意見のみで

はなく、児童の素直な思いや多様な意見を聞くことができるようになった。 

・毎週水曜日朝の「ハートフルタイム」を行うにあたり、毎週、しっかりと用意し、児童

に様々な話を行った。そのため、アンケートでは、およそ８割の児童が、「ハートフル

タイム」の話を楽しみにしていると回答していた。理由を見てみると、「知らないこと

を知ることができてよかったから。」「物事を見る視点はたくさんあることに気付いた

から」等の回答があった。児童の心の成長にとって、刺激にはなっているようである。

これからは、学校の職員だけではなく、地域の方にも参加していただきたいと考えて

いる。 

・元大阪教育大学教授・園田先生に観ていただいた２年生の授業では、担任が児童のつぶ

やきを上手く拾って授業の中で活かしていると評価していただいた。また、児童の話

を聞くときに、児童の目線の高さに自らの目線の高さに合わせて聞く姿勢を大絶賛し

ていただいた。改めて、教員が指導を進める中で、授業中の児童のつぶやきや自らの目

線の高さと心の姿勢の大切さを確認することができた。 

③＜成果と課題３＞ 

・学習の振り返りでは、振り返りの視点「振り返りのポイント」を中・高学年、低学年別

に用意して提示（下図参照）することで、振り返りの質が変わると同時に、学年を追う

毎に書く内容も多くなってきた。 

・振り返りに対して、担任がコメントをすることにより、児童は、自らの学びの振り返り



を意欲的に行い、アウトプットする児童の数も多くなってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年生のふりかえりのポイント  

 

 

 

 

 

 

 

３年生から６年生までの振り返りのポイント 

 

  



5．人権教育にかかる年間計画 

 



 
  



 

  



 

  



 

  





 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



○関連資料 

 

 


